
◎県連協関連

　　〇県連協主催グランドゴルフ大会（10/15　熊谷ドーム）

参加者１４８名、川連協からは、１３名が参加。熊連協が上位独占。

　　〇県連協主催社交ダンスの集い（10/4　蓮田市総合文化会館）

参加者１８６名中非会員が９９名。川連協からは、参加者なし。

今回より参加費を徴収、一人５０円

　　〇県連協主催芸能祭（川越やまぶき会館）について

芸能祭の案内等については、川連協では戸井総務部長から各期会長宛に送付済。

今回は、一演目につき１０００円の参加費を徴収する。

　　〇その他協議・案内等

　　　・会員数の減少の件、各連協より提案があるも、１２月の県連協理事会で再検討。

　　　・今年度第２回公開学習（大宮ソニック）申込は、ハガキ又はインターネットで。

◎川連協関連

　　〇文化祭（11/2～6　川越市立中央図書館）について

今年度 昨年度 一昨年度 ※出展数は折り紙の作品のカウント方法により

出展数 273 600 300 　変化する。

来場者 320 444 363 　今回は昨年退会の３２期、４１期も特例出展。

　　〇新春初詣バス旅行（令和２年１月１７日）

暫定申込みの人数が５８名と少なく、当初計画していた参加費￥８５００

（食事付）では遣り繰り出来ず、会費を￥７５００（食事なし）として申込者

に確認をする。期限は１１月２９日で名簿も提出。

　　〇芸能祭（令和２年２月２６日　やまぶき会館）

参加費￥１０００については、川連協の予備費から拠出する。

申込期限は１２月１２日（木）で、カラオケクラブが参加見込みとのこと。

各期からの申込み多数の場合、年内に調整。

　　〇川連協会報

各期活動報告をＡ４半ページ（Ｗｏｒｄ４０文字×３５行　ＭＳ明朝１１ﾌｫﾝﾄ）

締切は１２月２０日（水）、専攻課程　鈴木迄。

◎校友会関連

　　〇赤い羽根共同募金　　１０月１日（火）川越駅頭　１０：００～１２：００　　

一般会員の寄付も￥１６,６００あり、昨年を上回る￥２１,９９２ の募金を

頂きました、ありがとうございました。駅頭募金活動の７名の方（赤見・有住

・大河原・桂・中村彰・前島・丸田）お疲れさまでした。

　　○龍勢祭り見学　　１０月１３日（日）

台風１９号の影響で、計画運休の実施。秩父までの交通手段が確保出来ず、活

動中止。（龍勢祭り自体は催行）元々桟敷席キャンセルは不可で、返金は出来

ない規約のため、弁当代金分（￥１５００）のみ返金。

　　〇川連協文化祭　１１月２日（土）～６日（水）

絵手紙クラブと、個人出展の長谷川（絵画）、小鹿野（絵画）、伊藤（絵画）、

木内（書・折り紙）、大河原（手工芸：帽子・バッグ）、丸田（写真）

　　○第３回ボウリング大会　　１１月１８日（月）　南古谷ウニクスボウル

参加費￥２０００（プレー代＋貸靴＋表彰式飲食）　参加人数９名

個人：優勝、準優勝、第３位、参加賞　　　団体：優勝、準優勝
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　　〇その他協議・案内等（今年度の今後のスケジュールと来年度について）

　　　・ 本年度第２回ボランティア活動は昨年同様、会員から余剰タオルの寄付を募り、

３月２３日の総会時に収集し、川越の社会福祉協議会へ寄贈する

　　　・ 鈴木広報部長が川連協の会報作成を担当するため、本年度の校友会「会報」の

制作に携われない旨の話が前島会長よりあり、足立理事に作成を依頼すること

　　　 になった。足立理事からは、従来からの校友会・クラブ・班（グループ）等の

活動報告に加え、会員の方からの自由投稿を募集し、掲載したい旨の方針が示

された。完成は２月末～３月頭の予定。

・ 総会（３月２３日）へ向けてのスケジュールについては、次回の理事会（１月

２０日）までに作成し発表することになった。

また今まで総会時に実施していた講演会は、今年度も実施した方が良いという

こととなり、内容・人選等々話し合ったが、結論が出ず継続して検討すること

になった。

・ 来年度校友会の会員確保についても議題となり、校友会に所属する一番大きな

要因として、クラブ活動が挙げられるため、各クラブで部員募集を検討する案

（総会の時にクラブ紹介をする等）や新しいクラブを作る等が話し合われた。

また女子会を開催するという案も出された。１月の理事会までにグループ毎に

継続確認を行うだけでなく、クラブ単位でも実施する。

・ 専攻課程３期との統合について

専攻課程３期校友会は、３０名弱と少人数での発足となり、中々単独での活動

もままならないため、当初から専攻課程校友会との合流を模索していた。昨年

度末に行った、専攻課程２期校友会との統合に対する問題や不都合は発生して

おらず、川連協や校友会のイベントを通じて旧２期会員との融和も進んでいる。

理事会での意見も、一緒になるデメリットは考えられず、会員数の増や人材の

確保等のプラス面もあるとの意見が大半を占めたため、前向きに統合を進めて

行くこととする。

以上


